




























































































たものである。また， 本論文の一部を構成している挺案は， すでに施策化されてお り，現実的な研究とい
うこ とができる。その視野の広さ，関連資料の教理の視点，個別課題の実証性さらには提案の現実性など
を総合的に判断した結果，本論文は，博 L(学術)の学位を授与するに怖するものと認める。
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